
　自動車等の利

用と電気使用によ

る二酸化炭素の

排出が大半を占

めています。 環境

に優しいエコドライ

ブや節電･省エネ

に努めましょう！

【令和３年度 主体別･排出源別二酸化炭素排出量（下表）とその割合（下グラフ）】

※各項目ごとに数値を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

家 庭 事業者 行 政 合 計
自動車等 28,598 40,716 92 69,406
電 気 27,705 37,784 5,162 70,651
灯 油 4,121 4,707 162 8,990
Ｌ Ｐ Ｇ 10,801 2,874 138 13,813
重 油 0 877 0 877
可燃ごみ 18,480 7,332 702 26,514
合 計 89,705 94,290 6,256 190,252

（トン-CO2 ／年）
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　村では、“村内のどこからどのくらいの二酸化炭素が排出されているのか”を把握するため、毎年、二酸化炭
素排出量実態調査を行っています。令和３年度は皆さんの省エネ等への心掛けにより、2013年度比11.６パー
セントの減少となりました。しかし、今回の排出量の減少には新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う経済活
動自粛の影響が含まれることが推測されます。今後も引き続き、各家庭でできる省エネ行動や省エネ家電への
買い替え等に取り組んでいきましょう。

　日本の二酸化炭素排出量の約６割は、衣食住や移動など、私たちの普段のライフスタイルに起因しています。
また、家庭から排出される二酸化炭素の排出源は、電気やガソリンが大半を占めています。

村内で出ている二酸化炭素量ってどれくらい？「令和３年度 東海村二酸化炭素排出量推計」村内で出ている二酸化炭素量ってどれくらい？「令和３年度 東海村二酸化炭素排出量推計」

　現在、二酸化炭素などの温室効果ガスの影響で地球の温度が上昇し続けていることにより、さまざまな環境
問題が起こっています。こうした問題を解決するため、「脱炭素」という取り組みが世界中で広がっています。「脱
炭素」とは、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出を減らし、森林などによる二酸化炭素の吸収量を排
出量から差し引いて、最終的に「実質ゼロ」にする取り組みです。日本でも、温室効果ガスの排出量を「2030年
度に2013年度比で46パーセント削減」し、「2050年までに全体としてゼロにする」ことを目指しています。こ
の機会に日常生活を見直し、環境に優しい行動を心掛けてみませんか。

【問い合わせ】環境政策課環境計画･緑化推進担当（☎282-1711 内線1453）

始めよう！ 始めよう！ ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ

脱炭素と私たちの暮らしの関係脱炭素と私たちの暮らしの関係

【消費ベースでの日本ライフサイクル温室効果ガス排出量（左グラフ）と家庭からの二酸化炭素排出量（右グラフ）】
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　「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ(クールチョイス)」とは、脱炭素社会づくりに貢献する「製品への買い換え」「サービ
スの利用」「ライフスタイルの選択」など、日常生活のあらゆる状況の中で、賢い選択をしていこうという取り
組みです。脱炭素社会の実現には、私たち一人ひとりがこれまでの生活を見直し、エネルギーを無駄なく効率
的に利用できる生活に転換していく必要があります。下記の「ゼロカーボンアクション30」を参考に、皆さん
もできることから脱炭素社会へ向けた生活を始めてみませんか。

　村では環境に配慮した生活への転換を支援するため、補助制度（①省エ
ネルギー設備等設置費補助金 ②生垣設置補助金）を設けていますので、ぜ
ひご活用ください。対象要件等の詳細は、村公式ホームページ（右の二次
元コードからアクセス可）をご覧いただくか、環境政策課へお問い合わせ
ください。

ぜひご活用ください！環境配慮に関する補助制度ぜひご活用ください！環境配慮に関する補助制度

環境にやさしい選択を！ 「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」環境にやさしい選択を！ 「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」

◀①の詳細
　はこちら

◀②の詳細
　はこちら

　「ゼロカーボンアクション30」を実行し、「快適、健康、お得な新しいライ
フスタイル」に取り組んでみましょう。

　㉘脱炭素型の製品･サービスの選択 ㉙個人のＥＳＧ 
投資

　①再エネ電気への切り替え ②クールビズ・ウォー
ムビズ ③節電 ④節水 ⑤省エネ家電の導入 ⑥宅配
サービスをできるだけ一回で受け取ろう ⑦消費エネ
ルギーの見える化

　⑧太陽光パネルの設置 ⑨ＺＥＨ（ゼッチ） ⑩省エ
ネリフォーム／窓や壁等の断熱リフォーム ⑪蓄電
地（ＥＶ･車載の蓄電池）･蓄エネ給湯機の導入･設置 
⑫暮らしに木を取り入れる ⑬分譲も賃貸も省エネ
物件を選択 ⑭働き方の工夫

太陽光パネル付き･省エネ住宅に住もう！

　⑮スマートムーブ ⑯ゼロカーボン･ドライブ

　⑰食事を食べ残さない ⑱食材の買い物や保存等
での食品ロス削減の工夫 ⑲旬の食材、地元の食材
でつくった菜食を取り入れた健康な食生活 ⑳自宅
でコンポスト

食ロスをなくそう！

　㉑今持っている服を長く大切に着る ㉒長く着ら
れる服をじっくり選ぶ ㉓環境に配慮した服を選ぶ

　㉔使い捨てプラスチックの使用をなるべく減らす。
マイバッグ、マイボトル等を使う ㉕修理や補修をす
る ㉖フリマ･シェアリング ㉗ごみの分別処理

　㉚植林やごみ拾い等の活動

環境保全活動に積極的に参加しよう！

ＣＯ２の少ない製品･サービス等を選ぼう！

ＣＯ２の少ない交通手段を選ぼう！

エネルギーを節約･転換しよう！ サステナブルなファッションを！

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）

詳細は、環境省ホームページ
（右の二次元コードからアク
セス可）をご覧ください。
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